
　
7
月
16
日
、
慶
応
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

（
東
京
都
港
区
）に
お
い
て
、日
本
在
宅
看
護
学

会
（
仮
称
）
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
集
ま
っ
た

１
６
０
名
以
上
の
参
加
者
の
賛
同
を
得
て
、

「
日
本
在
宅
看
護
学
会
（Japan Academ

y
of

N
ursing for H

om
e Care

）」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

「
やっ
ぱ
り
学
会
が
欲
し
い
ね
」 

と
い
う
声
が
高
ま
る

　
同
総
会
で
は
ま
ず
、
発
起
人
代
表
と
し
て
川

村
佐
和
子
氏
（
静
岡
・
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

大
学
教
授
）
が
設
立
の
趣
旨
を
説
明
。
日
頃
か

ら
訪
問
看
護
や
在
宅
看
護
に
つ
い
て
語
り
合
う

な
か
で
、「
や
は
り
学
会
が
欲
し
い
」と
い
う
声

が
高
ま
り
、
そ
の
う
ち
の
26
名
が
発
起
人
と

な
っ
て
、
こ
の
た
び
学
会
設
立
の
提
案
を
す
る

に
至
っ
た
経
緯
を
語
り
、
在
宅
看
護
へ
の
社
会

的
期
待
が
高
ま
る
な
か
、「
在
宅
領
域
に
お
け

る
“
看
護
”
に
特
化
し
た
学
会
を
つ
く
り
、
自

分
た
ち
の
役
割
は
何
か
を
打
ち
た
て
、
確
立
し

て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
設
立
お
よ
び
会
則
（
案
）
の
承
認

が
得
ら
れ
る
と
、
理
事
等
の
役
員
を
選
出
。
理

事
は
次
の
と
お
り
。
理
事
長
：
川
村
氏
、
副
理

事
長
：
佐
野
け
さ
美
氏
（
東
京
・
ス
ギ
メ
デ
ィ

カ
ル
株
式
会
社
看
護
開
発
担
当
部
長
）。
以
下
、

理
事
（
8
名
）：
青
木
悠
紀
子
氏
（
神
奈
川
・
悠

の
木
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
）、
阿
部

智
子
氏
（
東
京
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
け

せ
ら
管
理
者
）、木
全
真
理
氏
（
静
岡
・
聖
隷
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
大
学
院
博
士
後
期
過
程
）、

小
池
智
子
氏
（
東
京
・
慶
應
義
塾
大
学
看
護
医

療
学
部
准
教
授
）、椎
名
美
恵
子
氏（
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
み
け
所
長
）、高
砂
裕
子
氏（
神

奈
川
・
南
区
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
者
）、棚
橋
さ
つ
き
氏（
群

馬
・
高
崎
健
康
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部
看
護

学
科
准
教
授
）、本
田
彰
子
氏
（
東
京
・
東
京
医

科
歯
科
大
学
大
学
院
保
健
衛
生
学
研
究
科
教

授
）。

こ
れ
か
ら
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
総
会
後
は
、
川
村
氏
の
基
調
講
演

「
２
０
２
５
年
の
在
宅
看
護
の
姿
を
デ
ザ
イ
ン

し
よ
う
！
」、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
こ
れ
か
ら
の
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

―
社
会
共
通
資

本
と
し
て
の
訪
問
看
護
の
行
方
」
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
川
村
氏
は
、
基
調
講
演
の
な
か
で
、
新
た
な

看
護
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
で
、
看
護
師

が
「
療
養
生
活
支
援
の
専
門
家
」
と
さ
れ
た
こ

と
を
紹
介
。
ま
さ
に
そ
の
専
門
家
で
あ
る
訪
問

看
護
師
の
役
割
が
、
今
後
重
要
に
な
る
こ
と
を

確
認
。
２
０
２
５
年
の
在
宅
看
護
の
姿
と
し
て
、

「
社
会
に
住
む
人
々
と
手
を
組
み
、
健
康
な
生

活
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
街
に
根
を
張
っ
て

い
る
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
在
宅
看
護
“
学
”
を

切
り
拓
く
」本
田
氏
、「
多
職
種
協
働
に
お
け
る

訪
問
看
護
師
の
役
割
」
原
口
道
子
氏
（
東
京
都

神
経
科
学
研
究
所
）、「
こ
れ
か
ら
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
」
田
中
滋
氏
（
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
経
営
管
理
科
教
授
）、「
長
寿
時
代

の
ま
ち
づ
く
り
と
在
宅
ケ
ア
」秋
山
弘
子
氏（
東

京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
）
の
4
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
登
壇
。

　
原
口
氏
は
、
間
近
に
迫
る
「
介
護
職
員
等
に

よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
法
制
化
」
に
つ

い
て
、
介
護
職
と
の
協
働
に
お
け
る
訪
問
看
護

師
の
役
割
の
重
要
性
を
指
摘
。
こ
の
制
度
の
な

か
で
、訪
問
看
護
師
に
、「
介
護
職
員
等
に
た
ん

の
吸
引
等
の
研
修
を
行
な
う
講
師
」や「（
介
護

職
員
等
が
た
ん
の
吸
引
等
を
実
施
す
る
）
登
録

事
業
者
と
連
携
す
る
医
療
関
係
者
」
の
役
割
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

◎

　
同
学
会
の
理
事
で
も
あ
る
本
田
氏
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
な
か
で
、
専
門
職
と
し
て
「
体
系

化
さ
れ
た
知
識
」
す
な
わ
ち
「
学
問
」
が
必
要

と
し
た
う
え
、
看
護
学
と
は
「
実
践
の
知
を
伝

え
る
」「
複
数
の
実
践
知
を
融
合
さ
せ
る
」「
小

さ
い
実
践
の
知
を
大
き
く
す
る
」
こ
と
と
定
義
。

そ
の
根
源
に
は
、「
自
分
が
大
切
に
し
て
る
専

門
領
域
に
対
す
る
思
い
＝
探
究
心
」
が
あ
る
こ

と
、
同
学
会
を
「
在
宅
看
護
に
関
す
る
“
こ
う

し
た
い
”“
あ
あ
し
た
い
”を
実
現
す
る
た
め
の

集
ま
り
・
活
動
に
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

今
後
、
同
学
会
に
、
訪
問
看
護
の
実
践
知
、
現

場
の
思
い
が
集
ま
り
結
実
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
第
1
回
学
術
集
会
・
総
会
は
、

本
年
12
月
11
日
（
土
）
に
、東
京
（
会
場
未
定
）

に
て
開
催
予
定
で
す
。
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２
０
１
１
年
7
月
１
６
日
、

「
日
本
在
宅
看
護
学
会
」が
設
立

同学会理事長となった川村佐和子氏

１６0名以上の参加者を集めてのシンポジウム
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